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北極科学⼤⾂会合（Arctic Science Ministerial）
• 北極科学⼤⾂会合(ASM)は、北極における研究・観測や主要な社会的課題への対応の推進、関係国

間や北極圏に居住する先住⺠団体との科学協⼒の更なる促進を⽬的とした会合です。
• 2016年 第1回は、⽶オバマ政権末期にアメリカ主導で ワシントンで開催された。

北極研究の歴史
https://ads.nipr.ac.jp/arcticTimeline/#/timeline

⽇本に関連する北極の歴史
• 1986年：ソ連ゴルバチョフ書記⻑による「北極解放」

• 1996年：北極8か国と先住⺠団体6団体による北極評議会（AC）発⾜

• 2008年：第１回国際北極研究シンポジウムISAR開催

• 2011年：⽇本：⽂部科学省 GRENE北極気候変動研究分野開始（〜
2015）

• 2013年：⽇本：ACのオブザーバー承認

• 2015年：⽇本：ASSW 2015（北極科学サミット週間；ISAR-4，ICARP-
III など）開催（富⼭市）

⽂部科学省 北極研究推進プロジェクト（ArCS）開始

内閣府「我が国の北極政策」発表
• 2016年：ASM1開催
• 2020年：⽇本：⽂部科学省 北極研究加速プロジェクト（ArCS II）開始



北極圏の温暖化

777万㎞2 318万㎞2

https://ads.nipr.ac.jp/vishop/#/monitor

北極海氷域⾯積
（年間最⼩値）



何故北極なのか？
• 北極圏は世界の他の地域より約３倍速いペースで温暖化が進

⾏
• 地球温暖化に伴う海氷減少で北極圏が「より開かれた海」に

変わりつつある
• 新たな航路や資源をめぐる⼤国間競争が過熱

• 北極海航路
• 夏季には氷で閉ざされていた海に新たな航路が出現。この北

極海航路を使えば、アジアから欧州への航⾏距離はスエズ運
河を抜ける南回り航路の６割に短縮され、輸送コストも⼤幅
に削減

• 航海の安全性確保が喫緊の課題

• 資源問題
• 北極圏には世界の未発掘の⽯油の１３％、天然ガスの３０％

が埋蔵。鉱物資源や漁業資源も豊富



第1回北極科学⼤⾂会合(ASM1)
• 2016年９⽉28⽇（ワシントンDC）
• ASM1のテーマ

• 北極科学を取り巻く課題とその地域的・全球的影響
• 北極観測と観測データ共有の強化
• 北極地域の強靭性と世界的な取組のための北極の科学的理解の促進
• 北極科学を活かした STEM 教育（理数科教育）による市⺠のエン

パワーメント

• 参加国（政府）(25)
• カナダ、中国、デンマーク、フェロー諸島、フィンランド、アイス

ランド、インド、イタリア、⽇本、韓国、オランダ、ニュージーラ
ンド、ノルウェー、ポーランド、ロシア、シンガポール、スペイン、
スウェーデン、スイス、英国、⽶国 ＋ 欧州連合（ＥＵ）

• 先住⺠団体(6)
• 北極圏アサバスカ評議会, グイッチン国際評議会, ロシア北⽅⺠族協

会, イヌイット極域評議会, サーミ評議会, アリュート国際協会

アメリカが主催



第2回北極科学⼤⾂会合(ASM2)
• 2018年10⽉26⽇（ベルリン）
• ASM2のテーマ

• 北極観測の強化・統合化・持続化、北極データへのアクセスの促進、
北極研究基盤の共有

• 北極の変化の地域的および世界的なダイナミクスの理解
• 北極の環境と社会の脆弱性の評価と回復⼒の構築

• 参加国（政府）(26)
• オーストリア、ベルギー、カナダ、中国、デンマーク、フェロー諸

島、フィンランド、フランス、ドイツ、英国、グリーンランド、ア
イスランド、イタリア、⽇本、韓国、オランダ、ノルウェー、ポー
ランド、ポルトガル、ロシア、スウェーデン、シンガポール、スイ
ス、スペイン、⽶国 ＋ 欧州連合（ＥＵ）

• 先住⺠団体(6)
• 北極圏アサバスカ評議会, グイッチン国際評議会, ロシア北⽅⺠族協

会, イヌイット極域評議会, サーミ評議会, アリュート国際協会

欧州委員会、フィンランド、ドイツが共同主催



第3回北極科学⼤⾂会合(ASM3)
• 2021年5⽉8−9⽇（東京）
• ASM3のテーマ：「持続可能な北極のための知識」

• 観測：観測ネットワークの構築、データの共有
• 理解：北極の環境・社会システムの理解と予測能⼒の向上、これらの変化が地球

に与える影響の把握
• 対応：持続可能な開発の運⽤、脆弱性と回復⼒の評価、知識の活⽤
• 強化：⼈材育成、教育、ネットワーク化を通じた次世代への準備；強靭性

• 参加国（政府）(29)
• カナダ、デンマーク、フェロー諸島（政府）、グリーンランド（政府）、フィン

ランド、アイスランド、ノルウェー、ロシア、スウェーデン、⽶国、オーストリ
ア、ベルギー、中国、チェコ共和国、フランス、ドイツ、インド、イタリア、⽇
本、韓国、オランダ、ポーランド、ポルトガル、シンガポール、スペイン、スイ
ス、タイ、マレーシア、英国） ＋ 欧州連合（ＥＵ）

• 先住⺠団体(6)
• 北極圏アサバスカ評議会, グイッチン国際評議会, ロシア北⽅⺠族協会, イヌイッ

ト極域評議会, サーミ評議会, アリュート国際協会

アイスランド、⽇本が共同主催

https://www.mext.go.jp/b_menu/activity/detail/2021/20210508.html

← 当初、2020年11⽉21−22⽇を予定

基本的にオンラインでの開催
萩⽣⽥⽂部科学⼤⾂をはじめとして
20か国の在京⼤使館からの来場者



Third Arctic Science Ministerial
ASM3

08 ‒ 09 May 2021

Toranomon Hills Forum
Tokyo, Japan

当初、2020年11⽉21−22⽇を予定



Science Consultant
• Jenny Baeseman

⽂科省研究開発局
ASM3準備チーム
• 審議官
• 海洋地球課⻑
• 極域科学企画官

⽇本 アイスランド（氷）
⽂部科学省

• 海洋地球課⻑
• 課⻑補佐

国⽴極地研究所
• 兒⽟裕⼆
• 末吉哲雄

教育科学⽂化省
• Lindsay Elizabeth Arthur 
• Ásgerður Kjartansdóttir

ASM3組織委員会（Organizing Committee）

事務局
• 国⽴極地研究所
• 海洋研究開発機構

ASM3国内検討委員会
• 国内研究者 （１０名） Science Advisory Board

Board members
• Icelandic Representative: Embla Eir Oddsdóttir
• Japanese Representative: Hiroyuki Enomoto
• ASM1 Representative: Fran Ulmer
• ASM2 Representative: Karin Lochte
• SAON Representative: Sandy Starkweather
• AOS Representative: Hajo Eicken
• IASC Representative: Henry Burgess
• UArctic Representative: Arja Rautio
• IASSA Representative: Andrey Petrov
• Indigenous Arctic Knowledge Holder Representative: Liza Mack
• Indigenous Science Representative: Eva Kruemmel
• APECS Representative: Mia Bennett

Ex Officio
Lindsay Arthur, Þorsteinn
Gunnarsson, Jenny Baeseman, 
Yuji Kodama, Tetsuo Sueyoshi, 
Hajime Kimura
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ASM3準備体制



• Country / Organization Participants
• Arctic Research Overviews
• ASM2 Project Updates 
• New Projects in Support of ASM3
• Collaboration and Cooperation Survey

• Online Feedback Forms
• ASM3 Research Community 

Workshops 
(IASC/IASSA/APECS), ISAR-6, AOS

ASM3 Science Process 



ASM3最終成果
• Joint Statement of Ministers

• https://www.asm3.org/library/Files/ASM3_Joint_Statement.pdf
• ASM3 Report

• https://www.asm3.org/library/Files/ASM3_Final_Report.pdf
• Sience Summary （世界の北極研究の概要）
• Arctic Research Overview （各国の北極研究、各国２ページ）
• Moving Forward (サイエンスアドバイザリボード（SAB）からの提⾔)
• Apendeix

• 国際学会提⾔（ISAR-6, AOS2020, ASSW2020, ICASS X)

• Recordings of the all of webinar series（全8回）
• https://asm3.org/webinar-series/

• International Opportunities Resources
• ASM3 Project Database

• ASM3 + ADS (NIPR)
• https://ads.nipr.ac.jp/ASM3DB/



参加各国から提出された成果報告に含まれる詳細なプロジェクト情報を集計
• 期間, キーワード …
• 場所, 共同研究先（国）,資⾦源 , ASM テーマ, …

ASM3 Project Database



• 提出されたすべてのプロジェクト成果をデータベース化
• 現在進⾏中のプロジェクトに簡単にアクセスできる
• 国際共同研究を推進するツール

ASM3 Project Database
https://ads.nipr.ac.jp/ASM3DB/
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Table 1. Projects Submitted per ASM3 Participating Country Table 2. Projects Submitted per ASM3 Participating Organizations.
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SCIENCE SUMMARY

提出された情報のまとめ:
• Total Submitted :434
• Project Updates from ASM2  :177
• New Project for ASM3           :257

177    257    434

ASM3 Project Database



ASM3に提出されたプロジェクトで各国
の共同プロジェクト数

提出したプロジェクトのASM3テーマ毎の
プロジェクト数

ASM3 Project Database

観測ネットワーク
データ共有

科学的解明
予測能⼒の向上

持続可能な開発
脆弱性の評価

能⼒開発
教育



まとめ
• ADSではアジア初となる第３回北極科学⼤⾂会合（ASM3）へ、

ASM3 Project Databaseを構築することで貢献した。
• 北極で⾏われているプロジェクトの俯瞰が可能に
• 各国の協⼒体制の可視化
• 観測地域の空⽩域の抽出
• 新規の観測の協⼒体制構築の推進

• ASM4 （開催国：ロシア・フランス）2023年
• 要望があれば、
• 我々は協⼒したいが、・・・

https://ads.nipr.ac.jp/ASM3DB/


